
火災からの距離と人体への危険性のイメージ（風速6mの気象条件の例）
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災害の危険性がなくなった後に

避難生活を送る場所

大規模火災の熱から避難する場所

木造密集地域から離れた広い場所
や空き地、ビル群なども広域避難
場所の代わりになります

避難先は1か所蜜は
ありませ崇高

地震火災から身を守るには広域避難

場所が有効脅すが、時と場合はよっ雷は

その場所が危険になることもありま蜜。

たとえば海や川のそばぞ揺れを感じた

時は、津波から身を守るた放、高台に避

難することが最優先老樹ノまず。また、最

初は安全だった場所も、状況の変化で

次の避難場所に移らなければならない
こともあります。

災害に「絶対」はありません。刻々と変

わる状況を見ながら正しい情報を収集

して判断し、安全な場所へ逃げましょう。

火災から運 �難するt二は � 
対策1あわてず正しく情報を収集して、適切な避難行動を ��寮の熱が 

対策2　大規模火災の場合の避難先は、広域避難場所か、ゾ 

届かない広い場所へ。事前に避難先と避難ルートを ��審問諦l”量． 
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